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① 建基法上の該当する構造を○で囲む。ただし，複数の棟を有し，構造が異

なる場合は，その他の欄を○で囲む。 

② 建基法上の階数を記入する。ただし，複数の棟を有し，階数が異なる場合

は，最高の階高の棟を記入する。 

③～⑤ 複数の棟を有している場合は，最大の棟について記入する。 

⑥ 同一敷地内の棟の総数を記入する。 

⑦ 同一敷地内で「延焼のおそれのある部分」に該当する棟がある場合は，そ

の棟について記入する。 

⑧ 設置位置を記入する。 

⑨⑩  消防車両が進入可能な位置から採水口までの距離及び採水口附近の操

作空地（空間）を記入する。 

⑪ 該当するものを○で囲む。 
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⑫～⑭  設置する吸管投入口の大きさ，吸管・配管の口径及びその設置個数を

記入する。 

⑮ 該当するものを○で囲み，その他は（ ）内に記入する。 

⑯ 兼用する場合は（ ）内にその設備名を記入する。 

⑰ 有効水量とは常時消防用水として使用できる水量をいう。 

⑱～⑳ 吸管結合金具を使用する場合は，フート弁から採水口までの配管口径，

長さ及び弁類等の摩擦損失水頭，落差を記入する。 

○21  加圧ポンプを用いる場合のみ，電圧・電流の定格値，配線の使用電線，地

盤面（床面）からの高さ及び操作方式を記入する。 

○22○23  動力消防ポンプ設備概要表⑯⑰に準ずる。 

 

 

 

 


